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★
【
ア
サ
ガ
オ
（
朝
顔
）
】 

  

夏
の
早
朝
、
こ
の
花
を
見
つ
け
る
と
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

「
朝
顔
に 

つ
る
べ
取
ら
れ
て 

も
ら
い
水
」
江
戸
時
代
の
こ
の
俳
句
か
ら
も
、

そ
ん
な
情
景
が
伝
わ
っ
て
く
る
気
が
し
ま
す
。
源
氏
物
語
の
人
物
名
に
も
登

場
す
る
朝
顔
は
、
日
本
で
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
花
で
す
。
原
産
地
は
、

東
南
ア
ジ
ア
～
ヒ
マ
ラ
ヤ
高
原
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
か
ら
千
百
年
以
上

も
前
の
奈
良
時
代
に
、
中
国
か
ら
遣
唐
使
に
よ
っ
て
伝
来
し
た
と
言
わ
れ
、 

当
時
は
種
子
が
大
変
貴
重
な
漢
方
薬
と
し
て
珍
重
さ
れ
、
下
剤
用
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
（
効
き
目
が
強
す
ぎ
る
そ
う
で
、
現
在
で
は
使
わ

れ
ま
せ
ん
）
今
の
よ
う
な
鑑
賞
用
と
し
て
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。
朝
顔
の
種
の
こ
と
を
中
国
名
で
牽
牛
子

「
ケ
ン
ゴ
シ
」
と
言
い
、
牛
を
引
い
て
行
っ
て
種
と
交
換
し
た
と
こ
ろ
か
ら

こ
の
名
が
あ
る
そ
う
で
、
七
夕
の
「
彦
星
・
織
姫
」
が
「
牽
牛
・
淑
女
」
と

も
い
う
こ
と
か
ら
、
入
谷
の
朝
顔
市
は
七
夕
の
前
後
の
三
日
間
、
開
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
和
名
を
「
阿
佐
加
保
」
と
書
き
、
後
に
朝
に
咲
く

花
で
あ
る
事
か
ら
朝
顔
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
つ
る
性
の
一
年
草
で
、
あ
ん
ど
ん
仕
立
て
や
カ
ー
テ
ン
の
よ
う
に
仕
立

て
る
方
法
が
代
表
的
で
す
。
花
色
に
は
白
、
ピ
ン
ク
、
青
、
紫
の
他
、
筋
状

に
白
い
模
様
が
入
る
「
曜
白
」
と
呼
ば
れ
る
模
様
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
花
の
大
き
さ
も
巨
大
輪
か
ら
小
輪
ま
で

あ
り
、
変
化
に
富
ん
で
い
ま
す
。
最
近
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
「
西
洋
ア
サ
ガ
オ
」
は
生

育
旺
盛
で
よ
く
茂
り
、
花
付
き
が
良
い
の
が
特
徴
で

す
。
ア
サ
ガ
オ
よ
り
晩
生
で
主
な
開
花
時
期
は
晩
夏
～

晩
秋
、
霜
が
降
り
て
枯
れ
る
ま
で
咲
き
続
け
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
朝
に
咲
く
「
朝
顔
」
の
イ
メ
ー
ジ

を
覆
し
、
昼
を
過
ぎ
て
も
観
賞
で
き
ま
す
。  

 

育
て
方 

 

栽
培
環
境
：
日
当
た
り
と
風
通
し
の
よ
い
場
所
で
育

て
、
耐
暑
性
は
あ
り
ま
す
が
、
真
夏
は
日
中
、
葉
が
し
お
れ
や
す
い
の
で

西
日
を
避
け
ま
す
。 

水
や
り
：
花
が
咲
く
ま
で
は
や
や
控
え
め
に
、
花
が
咲
き
始
め
た
ら
た
っ

ぷ
り
と
水
や
り
し
、
生
育
旺
盛
と
な
る
夏
は
、
朝
夕
の
水
や
り
が
必
要 

肥
料
：
元
肥
と
し
て
緩
効
性
肥
料
を
用
土
に
混
ぜ
て
お
き
、
そ
の
後
は
、

１0

日
に
１
回
程
度
、
チ
ッ
素
分
の
少
な
い
液
体
肥
料
施
し
ま
す
。
花
が

つ
き
始
め
る
７
月
中
旬
か
ら
は
中
止
。 

作
業
：
一
日
花
な
の
で
、
タ
ネ
を
つ
け
な
い
よ
う
、
毎
日
咲
き
終
わ
っ
た

花
を
摘
み
取
り
ま
し
ょ
う
。 

 

花
言
葉 

「
愛
情
」
「
平
静
」「
明
日
も
さ
わ
や
か
に
」
（
花
言
葉
事
典
よ
り
） 

（
参
考
：
趣
味
の
園
芸
、
ヤ
サ
シ
イ
エ
ン
ゲ
イ
、
入
谷
朝
顔
ま
つ
り
）  

。 

 

植
物
に
必
要
な
養
分
は
９
２
％
が
空
気
と
水
か
ら
吸
収
で
き
る
「
炭

素
・
酸
素
・
水
素
」
で
す
が
、
残
り
８
％
は
空
気
と
水
か
ら
吸
収
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
８
％
の
養
分
の
中
で
特
に
重
要
な
の
が
「
チ
ッ
素
・
リ
ン
酸
・

カ
リ
ウ
ム
」
で
す
。
チ
ッ
素
は
「
基
本
的
生
育
」
に
関
わ
り
、
茎
葉
や
根

を
生
長
さ
せ
る
養
分
の
吸
収
を
促
進

さ
せ
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
不
足
す
る

と
「
葉
が
小
さ
い
、
葉
が
薄
く
な
る
、

生
育
不
良
」
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま

す
。
肥
料
と
し
て
は
「
油
か
す
、
魚
か

す
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
リ
ン
酸
は
「
生

長
」
に
関
わ
り
、
茎
葉
や
根
の
伸
長
を

助
け
、
開
花
や
結
実
を
促
進
し
ま
す
。

不
足
す
る
と
、
「
着
花
数
の
減
少
、
開

花
や
結
実
の
遅
れ
」
な
ど
の
症
状
が
現

れ
ま
す
。
肥
料
と
し
て
は
「
骨
粉
、
米

ぬ
か
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

★
【
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
】 

  

ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
は
、
赤
や
黄
色
、
白
、
ピ
ン
ク
、

オ
レ
ン
ジ
色
な
ど
原
色
の
鮮
や
か
な
花
色
が
魅

力
の
熱
帯
花
木
で
す
。
ま
さ
に
「
夏
の
花
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
で
す
ね
。
花
の
寿
命
は
ほ
と
ん
ど
１

日
限
り
で
す
。
一
般
に
親
し
ま
れ
て
い
る
の
は
鉢

植
え
の
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
で
、
販
売
時
に
は
ほ
と
ん

ど
に
矮
化
剤
が
散
布
さ
れ
て
お
り
、
高
さ
３
０
Ｃ

ｍ
程
度
の
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
沖

縄
な
ど
で
地
植
え
さ
れ
て
い
る
株
は
３
ｍ
程
度

ま
で
大
き
く
伸
び
ま
す
。
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
原
種

は
、
ハ
ワ
イ
諸
島
、
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
島
に
数
種
が

分
布
し
ま
す
。
沖
縄
で
は
ブ
ッ
ソ
ウ
ゲ
（
仏
桑
花
）

と
呼
ば
れ
て
親
し
ま
れ
て
い
て
、
古
い
時
代
に
中

国
南
部
か
ら
入
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
当

時
、
貴
重
な
花
と
し
て
扱
わ
れ
、
寺
や
士
族
の
庭

園
に
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
ブ
ッ
ソ
ウ
ゲ
は
１
６
１

４
年
、
島
津
藩
か
ら
徳
川
家
康
へ
献
上
さ
れ
ま
し
た
。 

同
属
の
ア
オ
イ

科
の
花
は
夏
に
咲
く
も
の
が
多
く
、
「
ム
ク
ゲ 

」「
フ
ヨ
ウ
」
「
タ
チ
ア
オ

イ
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
時
期
は
フ
ヨ
ウ
が
８
月
下
旬
か
ら
と
遅
く
、
花

の
特
徴
で
は
、
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
は
め
し
べ
と
お
し
べ
に
色
が
付
き
、
お
し

べ
が
柱
頭
の
先
端
の
方
に
付
く
。
フ
ヨ
ウ
は
お
し
べ
が
柱
頭
の
下
か
ら
付

き
、
め
し
べ
が
上
向
き
。
ム
ク
ゲ
は
め
し
べ
が
正
面
を
向
く
所
で
区
別
で

き
ま
す
。 

 

花
言
葉 

「
勇
敢
」「
華
や
か
」「
私
の
思
い
を
受
け
て
下
さ
い
」（
花
言
葉
辞
典
よ
り
）  

（
参
考
：
趣
味
の
園
芸
、
ヤ
サ
シ
イ
エ
ン
ゲ
イ
、
お
き
な
わ
緑
と
花
の
ひ
ろ
ば
、
お
花
の
写
真
集
）  

 

入
谷
朝
顔
ま
つ
り 

７
月
６
日
（
日
）
～
８
日
（
火
）
台
東
区
入
谷 

 

浅
草
寺
ほ
お
づ
き
市 

７
月
９
日
（
水
）
～
１
０
日
（
木
） 

浅
草
寺 

 

大
輪
朝
顔
展 

７
月
２
７
日
（
日
）
～
８
月
３
日
（
日
）
向
島
百
花
園 

 

ジ
ャ
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
＆
ブ
ラ
イ
ダ
ル
ブ
ー
ケ
シ
ョ
ー 

８
月
１
日
（
金
）
～
８
月
３
日
（
日
）
ホ
テ
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
コ
ー
ト

東
京 

 

 

カ
リ
ウ
ム
は
、「
生
理
作
用
を
調
整
」
し
ま
す
。

暑
さ
寒
さ
な
ど
環
境
に
対
す
る
抵
抗
性
や
、
病

害
虫
に
対
す
る
抵
抗
力
を
つ
け
る
作
用
が
あ
り

ま
す
。
不
足
す
る
と
、「
病
害
虫
の
被
害
を
受
け

や
す
い
、
株
が
倒
れ
や
す
い
」
な
ど
の
症
状
が

現
れ
ま
す
。
肥
料
と
し
て
は
「
家
畜
ふ
ん
堆
肥
、

草
木
灰
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

 

肥
料
の
種
類
に
無
機
質
肥
料
（
化
学
合
成
）

と
有
機
質
肥
料
（
天
然
物
）
が
あ
り
ま
す
。
無

機
質
は
石
油
や
鉱
物
を
原
料
と
し
、
臭
気
が
な

く
速
効
性
が
あ
り
ま
す
。
有
機
質
は
油
か
す
、

魚
か
す
、
鶏
ふ
ん
な
ど
が
あ
り
、
臭
気
が
あ
り
、

効
き
目
が
ゆ
っ
く
り
で
す
。
有
機
質 

肥
料
は
、

分
解
に
時
間
が
か
か
る
の
で
全
量
元
肥
（
植
え

付
け
る
と
き
な
ど
に
事
前
に
与
え
る
肥
料
）
が

原
則
で
、
不
足
分
は
化
学
肥
料
で
補
い
ま
す
が
、

新
し
い
根
が
伸
び
る
ま
で
は
控
え
ま
す
。
ま
た
休

眠
期
は
養
分
を
吸
収
し
ま
せ
ん
。
洋
ラ
ン
は
冬
、

梅
や
サ
ツ
キ
は
夏
が
休
眠
期
で
す
。
生
育
が
悪
い

場
合
は
逆
効
果
の
場
合
も
有
り
ま
す
。 

 

生
育
不
足
は
「
根
詰
ま
り
、
水
の
過
不
足
、
不

適
切
な
栽
培
環
境
」
な
ど
様
々
な
原
因
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
生
育
の
様
子
を
よ
く
観
察
し
、
原
因
を

考
え
て
か
ら
肥
料
を
施
し
ま
す
。
肥
料
が
濃
す
ぎ

る
と
「
肥
料
焼
け
」
を
お
こ
し

ま
す
の
で
少
し
ず
つ
、
ま
め
に
、

バ
ラ
ン
ス
良
く
施
し
ま
す
。

少
々
不
足
気
味
の
方
が
健
全
な

株
の
状
態
を
保
て
ま
す
。
水
分

も
し
っ
か
り
、
栄
養
も
し
っ
か

り
と
っ
て
植
物
と
共
に
夏
を
乗

り
切
り
ま
し
ょ
う
。 

不
適
切
な
栽
培
環
境 

（
参
考
：
別
冊
Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
の
園

芸
「
よ
く
わ
か
る 

土
・
肥
料
・

鉢
」
日
本
園
芸
協
会
。
野
菜
講
座

基
礎
編
テ
キ
ス
ト
。
Ｊ
Ａ
と
ぴ
あ

浜
松
） 

植
物
の
お
か
ず 

―
チ
ッ
素
・
リ
ン
酸
・
カ
リ
ー 

コ
ラ
ム 

情
報 

花
の
イ
ベ
ン
ト 

ヒ
ル
ガ
オ
科
サ
ツ
マ
イ
モ
属 

ア
オ
イ
科
フ
ヨ
ウ
属
（
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
属
） 

 

 

 

ムクゲ フヨウ ハイビ
スカス 

歌川国芳画 

無機質肥料（化学合成） 有機質肥料（天然物） 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%AD%8C%E5%B7%9D%E5%9B%BD%E8%8A%B3

